
(57)【要約】

アプリケーション器具（１）、例えば、金属製針または

プラスチック製カテーテルであって、この器具は、自由

端の先端（２）に、シュートガイド（３）を実質的に形

成するために、徐々に増加して行く厚さを有し、このシ

ュートガイドは、当該アプリケーション器具（１）に形

成された側面開口（４）で終っている。このようにして

、外部導体（７）を有する同軸チューブ、絶縁層（９）

、及びこの絶縁層（９）の中に埋め込まれ絶縁層（９）

により前記外部導体（７）から絶縁された中心導体（８

）により形成される侵入型アンテナ（１０）が得られる

。上記アンテナ（１０）は、導入方向に対して角度をな

す動作方向に沿って、標的組織の中に挿入されることが

可能である。このようにして、上記アンテナ（１０）は

、現実の等温表面、即ち、曲面（１３）内で現実に凝固

した組織の塊を実現する。その理由は、前記アプリケー

ション器具（１）の先端が、前記外部導体（７）に電気

的に接続され、その作用領域を拡大するからである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 科 医 療 及 び 外 科 医 療 に お け る 、 侵 入 型 処 置 、 経 皮 的 処 置 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 、 及 び 内 部
処 置 向 け 用 途 、 特 に 腫 瘍 治 療 に お け る 短 時 間 発 熱 療 法 向 け 用 途 の た め の マ イ ク ロ 波 器 具 で
あ っ て 、
　 内 部 導 体 と 、
　 前 記 内 部 導 体 を そ の 全 長 に 渡 っ て 覆 う 絶 縁 層 と 、
　 前 記 絶 縁 層 を 先 端 部 を 除 い て 同 軸 的 に 覆 い 、 前 記 絶 縁 層 及 び 前 記 内 部 導 体 と と も に 同 軸
ア ン テ ナ を 構 成 す る 外 部 導 体 と 、
　 前 記 ア ン テ ナ を 、 あ る 導 入 方 向 に 沿 っ て 標 的 組 織 の 中 に 同 軸 的 に ガ イ ド す る た め の 管 状
の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 と 、
　 を 備 え た マ イ ク ロ 波 器 具 に お い て 、
　 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 そ の 先 端 に 側 面 開 口 及 び シ ュ ー ト ガ イ ド を 有 し 、 こ の シ
ュ ー ト ガ イ ド は 、 前 記 ア ン テ ナ を ガ イ ド し て 前 記 側 面 開 口 を 通 過 さ せ 、 そ れ に よ り 、 前 記
ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 に 対 し て 角 度 α を な す 動 作 方 向 に 沿 っ て 、 標 的 組 織 内 に 前 記 ア ン テ
ナ を 侵 入 さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す る マ イ ク ロ 波 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 侵 入 型 処 置 向 け 用 途 の た め の マ イ ク ロ 波 器 具 ：
　 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 金 属 製 針 ま た は プ ラ ス チ ッ ク 製 カ テ ー テ ル で あ っ て 、 そ
の 先 端 に 、 堅 い ブ ロ ッ ク 材 料 、 例 え ば 金 属 、 を 有 し 、 こ の ブ ロ ッ ク 材 料 は 、 前 記 シ ュ ー ト
ガ イ ド を 形 成 す る 傾 斜 が 付 け ら れ た 内 面 及 び 先 が 尖 っ た 外 面 を 有 し て い る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 侵 入 型 処 置 向 け 用 途 の た め の マ イ ク ロ 波 器 具 ：
　 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 中 空 針 で あ っ て 、 先 端 で 塞 が り 且 つ 前 記 側 面 開 口 を 有 し
て お り 、
　 前 記 側 面 開 口 に 、 前 記 シ ュ ー ト ガ イ ド を 形 成 す る た め に 、 徐 々 に 増 加 し て 行 く 厚 さ が 設
け ら れ て い る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 下 記 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 侵 入 型 処 置 向 け 用 途 の た め の マ イ ク ロ 波 器 具 ：
　 前 記 動 作 方 向 に 沿 っ て 標 的 組 織 内 に 前 記 ア ン テ ナ を 導 入 す る た め 、 金 属 製 の フ レ キ シ ブ
ル ・ マ ン ド レ ル が 設 け ら れ 、
　 こ の マ ン ド レ ル は 、 前 記 ア ン テ ナ を 導 入 す る 前 に 、 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 の 中 で ス
ラ イ ド し 、 且 つ 、 前 記 動 作 方 向 に 合 わ せ て 、 処 置 す べ き 組 織 へ の 入 り 口 穴 を 作 る た め 、 当
該 器 具 か ら 前 記 側 面 開 口 を 通 っ て 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 実 の 深 部 の 傷 の 発 熱 療 法 の た め の 最 小 限 侵 襲 手 術 （ mininvasive surgery
） 技 術 に 係 る 。 こ の 技 術 は 、 内 科 医 療 及 び 外 科 医 療 、 特 に 腫 瘍 治 療 お い て 、 侵 入 型 処 置 （
interstitial） 、 経 皮 的 処 置 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 及 び 、 内 部 処 置 （ intra-operation） で 用
い ら れ る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 特 に 大 き な 組 織 の 塊 の 発 熱 療 法 （ hyperthermia treatment）
の た め の 、 マ イ ク ロ 波 の 同 軸 ア ン テ ナ に 係 る 。 更 に 、 本 発 明 は 、 そ の よ う な ア ン テ ナ を 製
造 す る た め の 方 法 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腫 瘍 治 療 に お け る 発 熱 療 法 は 、 癌 の 処 置 た め に 、 ３ ０ 年 以 上 に 渡 っ て 使 用 さ れ て 来 た （
Hahn GM， Hyperthermia and Cancer，  Plenum Press， ニ ュ ー ヨ ー ク 、 １ ９ ８ ２ ） 。 こ の
方 法 は 、 癌 細 胞 を 加 熱 し て 、 直 接 的 に 、 ま た は 、 放 射 線 療 法 、 化 学 療 法 ま た は 他 の 外 科 医
療 技 術 な ど の 他 の 方 法 と の 併 用 に よ り 、 そ れ を 壊 死 さ せ る こ と か ら な る 。 特 に 表 面 病 巣 部
の 処 置 に お い て 、 組 織 を 加 熱 す る た め 、 最 初 、 人 体 の 外 に 配 置 さ れ た 発 生 源 に よ っ て 作 ら
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れ る 電 磁 波 が 使 用 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 よ り 最 近 で は 、 細 い 器 具 が 使 用 さ れ て い る 。 そ の 中 で も 、 同 軸 チ ュ ー ブ を 用 い て 発 生 さ
れ 、 数 百 Ｍ Ｈ ｚ か ら 数 千 Ｍ Ｈ ｚ ま で の 間 で 、 代 表 的 に は ２ ， ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ で 、 動 作 す る マ
イ ク ロ 波 ア ン テ ナ が 使 用 さ れ て い る 。 そ れ ら は 、 侵 入 型 処 置 、 経 皮 的 処 置 、 腹 腔 鏡 、 内 視
鏡 、 及 び 内 部 処 置 向 け 用 途 で 使 用 さ れ 、 深 部 の 病 巣 部 の 局 所 的 処 置 に 適 し て い る （ Iskand
er MF & Tumeh AM， Design Optimization of interstitial Antennas， IEEE Transaction
s on Biomedical Engineering， １ ９ ８ ９ ， ２ ３ ８ － ２ ４ ６ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の よ う な ア ン テ ナ は 、 通 常 、 処 置 す べ き 病 巣 部 の 中 に 、 カ テ ー テ ル ま た は 金 属 製 針 を
用 い て 、 例 え ば 音 波 検 査 に よ る ガ イ ド 、 Ｔ Ａ Ｃ 、 Ｎ Ｍ Ｒ な ど の 、 コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た 画
像 処 理 技 術 の 下 で 、 挿 入 さ れ る 。 発 熱 療 法 は 、 医 薬 、 電 離 波 、 お よ び ／ ま た は 、 切 除 手 術
な ど の 他 の 行 為 と 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と が 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ は 、 通 常 、 フ レ キ シ ブ ル ま た は 半 リ ジ ッ ド な 同 軸 チ ュ ー ブ
を 用 い て 作 ら れ 、 マ イ ク ロ 波 の パ ワ ー を 組 織 の 中 に 伝 達 し 、 発 熱 療 法 の 効 果 を 生 じ さ せ る
た め に 、 そ の 一 端 で 適 当 な 形 状 に 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 経 皮 的 処 置 、 腹 腔 鏡 向 け な ど の 用 途 の た め の 最 小 限 の 侵 襲 に よ る マ イ ク ロ 波 凝 固 療 法 （
Ｔ Ｃ Ｍ Ｍ ： Minimally invasive Microwave Coagulation Therapy） の 使 用 は 、 良 く 知 ら れ
て お り 、 欧 州 以 外 の 多 く の 工 業 国 （ Ｕ Ｓ Ａ 、 日 本 、 カ ナ ダ 、 中 国 、 そ の 他 ） で 広 く 論 文 が
発 表 さ れ て い る 。 そ の よ う な 療 法 で は 、 通 常 、 金 属 製 針 ま た は プ ラ ス チ ッ ク 製 カ テ ー テ ル
を 導 入 す る こ と に よ り 、 小 径 の 同 軸 ア ン テ ナ を 、 癌 性 の ま た は 肥 大 組 織 の 病 巣 部 の 中 心 に
直 接 、 導 入 す る 、
　 図 １ の 中 に 、 従 来 技 術 の バ イ オ プ シ ー （ biopsy） 針 １ ０ ０ を 用 い て 組 み 立 て ら れ た ア ン
テ ナ １ ０ ０ 軸 方 向 の 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ の 動 作 部 は 、 図 の 右 側 に あ り 、 放 射
性 の ダ イ ポ ー ル ま た は モ ノ ポ ー ル と し て 、 適 切 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 １ ０ ７ は
、 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導 体 で あ り 、 １ ０ ９ は 、 こ の 外 部 導 体 を 中 心 導 体 １ ０ ８ か ら 絶 縁 す
る 絶 縁 層 で あ る 。 （ 大 き な 血 管 で 横 切 ら れ て い な い ） 生 体 組 織 を 、 通 常 の ア ン テ ナ １ ０ ０
を 用 い て 加 熱 す る こ と に よ っ て 、 回 転 対 象 体 形 状 を 備 え た 等 温 表 面 （ isothermal surface
s） が 得 ら れ る 。 そ の ア ン テ ナ １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 同 軸 チ ュ ー ブ の 外
部 導 体 １ ０ ７ の 端 部 を 切 断 し 、 覆 わ れ て い な い 絶 縁 層 １ ０ ９ を 残 す こ と に よ り 作 ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 旦 、 病 巣 部 内 に 挿 入 さ れ る と 、 針 １ ０ １ の 先 に 伸 び る ア ン テ ナ の 動 作 端 か ら 、 マ イ ク
ロ 波 が 発 射 さ れ る 。 マ イ ク ロ 波 の パ ワ ー は 、 回 転 楕 円 体 形 １ １ ２ の 塊 の 組 織 の 壊 死 を 数 分
の 間 に 生 じ さ せ る の に 十 分 な 値 で あ る （ 代 表 的 に は 、 ２ ， ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 周 波 数 で ６ ０ Ｗ
） 。 例 え ば 、 １ ０ ｍ Ｌ の 水 を 含 む 組 織 を 凝 固 さ せ る た め に は 、 ２ ～ ３ 分 が 必 要 に な る 。 こ
の 処 置 に よ り も た ら さ れ る 凝 固 に よ る 壊 死 は 、 組 織 を 破 壊 す る 。 そ の 組 織 は 、 通 常 、 そ の
位 置 に 留 ま り 、 そ こ で 、 線 維 形 成 プ ロ セ ス を 受 け て 縮 小 し 、 隣 接 す る 領 域 に 更 な る 影 響 を
及 ぼ す こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 処 置 の 時 間 、 お よ び ／ ま た は 、 マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ に よ り 供 給 さ れ る パ
ワ ー が 大 き く な る と 、 そ れ に 比 例 し た 状 態 で 、 凝 固 し た 塊 の 体 積 が 増 加 す る こ と は な い 。
そ の 理 由 は 、 血 液 の 循 環 及 び 伝 導 に よ る 拡 散 に 伴 う 熱 の 流 出 が 、 処 置 さ れ た 体 積 に 比 例 し
て 増 大 す る か ら で あ る 。 そ の 結 果 と し て 、 従 来 型 ア ン テ ナ を 使 用 し た 場 合 に は 、 一 回 の マ
イ ク ロ 波 の 発 射 で 処 置 で き る 病 巣 部 は 、 高 々 、 直 径 ２ ～ ３ ｃ ｍ 程 度 に 留 ま る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 既 存 の 技 術 を 用 い て 、 大 き な 直 径 （ ＞ ３ ｃ ｍ ） の 病 巣 部 を 処 置 す る た め に は 、 図 ２ Ａ に
示 す よ う に 、 一 つ の ア ン テ ナ １ ０ ０ を 連 続 的 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 マ イ ク ロ 波 の 発 射
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を 繰 り 返 し 行 う か 、 あ る い は 、 数 本 の ア ン テ ナ １ ０ ０ を 同 時 に 挿 入 し な け れ ば な ら な い 。
図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 こ の ケ ー ス で は 、 全 て の 針 （ ア レ イ と し て ） を 一 緒 に ガ イ ド す る た
め 、 複 数 サ ポ ー ト １ ２ ０ を 用 い る 技 術 が 知 ら れ て い る 。 い ず れ の ケ ー ス に お い て も 、 発 熱
療 法 の 外 傷 的 ア ス ペ ク ト 及 び 患 者 が 直 ち に 感 ず る 苦 痛 は 、 大 き く 増 大 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 留 意 す べ き こ と は 、 も し 、 直 径 ３ ｃ ｍ の 病 巣 部 の 処 置 の た め に 、 一 回 の Ｔ Ｃ Ｍ Ｍ
の 発 射 で 十 分 で あ る と す る な ら ば 、 直 径 ８ ｃ ｍ の 病 巣 部 に は 、 ２ ０ か ら ３ ０ 回 程 度 の 照 射
が 必 要 に な る こ と で あ る （ 安 全 係 数 と し て １ ｃ ｍ の 重 複 を 考 慮 し て い る ） 。 そ こ で 、 余 り
多 く の ア ン テ ナ を 使 用 す る こ と な く 、 病 巣 部 の 処 置 が 可 能 な 場 合 に の み に 、 ア ン テ ナ の ア
レ イ の 使 用 が 正 当 化 さ れ る 。 そ の 理 由 は 、 そ の よ う に し な け れ ば 、 侵 襲 の 速 度 が 、 事 実 、
従 来 の 外 科 的 処 置 の 速 度 と 変 わ ら な い も の に な っ て し ま う か ら で あ り 、 ま た 、 異 な る 位 置
に 単 一 の 器 具 を 多 く の 回 数 、 連 続 的 に 挿 入 す る 処 置 の ケ ー ス と 、 同 じ 結 果 が 生 ず る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 経 皮 的 な 方 法 に お い て 、 従 来 型 の ア ン テ ナ １ ０ ０ を 使 用 し て 、 肝
臓 の 病 巣 部 を 処 置 す る こ と に よ り 、 塊 全 体 の 凝 固 の た め に 多 く の 回 数 の 挿 入 が 例 え 必 要 に
な っ た と し て も 、 い つ も 、 病 巣 部 ２ ０ を 処 置 す る こ と が で き る 。 し か し 、 大 き な 血 管 ２ ５
に 隣 接 す る 病 巣 部 ２ １ を 処 置 す る こ と は 、 血 管 ２ ５ に 孔 を 開 け る か ま た は 血 液 を 凝 固 さ せ
る 危 険 が 高 い た め 、 可 能 で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 不 規 則 な 形 状 の 病 巣 部 、 ま た は 、 器 具 に よ り 長 手 方 向 に 縦 断 す る こ と が で き な い
病 巣 部 は 、 現 在 使 用 さ れ て い る 従 来 型 の 器 具 で 、 処 置 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 内 科 医 療 及 び 外 科 医 療 向 け 用 途 の た め の マ イ ク ロ 波 の 同 軸 ア ン テ ナ を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 最 小 限 の 侵 襲 に よ る マ イ ク ロ 波 凝 固 療 法 の 侵 襲 処 置 の 回 数 を 、 先 行 技
術 と 比 較 し て 、 更 に 減 ら す こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の デ ザ イ ン と 同 じ 単 一 の ア ン テ ナ を 使 用 し て 、 大 き な 病 巣 部 を 処
置 す る た め に 必 要 と さ れ る 、 （ 病 巣 組 織 の 異 な る 位 置 に 器 具 を 出 し 入 れ す る こ と に よ る ）
発 射 回 数 の 増 加 を 不 要 に し 、 且 つ 、 ア ン テ ナ の ア レ イ を 使 用 す る こ と を 不 要 に す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 病 巣 部 の 中 に 挿 入 さ れ 、 且 つ 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 針 の 軸 に 対 し
て 横 方 向 ま た は 斜 め 方 向 に 、 調 整 可 能 な 角 度 で 、 前 進 す る ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 そ の よ う な ア ン テ ナ 及 び ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 を 製 造 す る た め
の 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の 及 び そ れ 以 外 の 特 徴 は 、 内 科 医 療 及 び 外 科 医 療 に お け る 、 侵 入 型 処 置 （ inters
titial） 、 経 皮 的 処 置 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 、 及 び 内 部 処 置 （ intra-operation） 向 け 用 途 、
特 に 腫 瘍 治 療 （ oncology） に お け る 短 時 間 発 熱 療 法 （ acute hypertermia） 向 け 用 途 の た
め の 、 一 つ の 代 表 的 な ア ン テ ナ に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の ア ン テ ナ は 、
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　 内 部 導 体 と 、
　 前 記 内 部 導 体 を そ の 全 長 に 渡 っ て 覆 う 絶 縁 層 と 、
　 前 記 絶 縁 層 を 、 先 端 部 を 除 い て 同 軸 的 に 覆 う 、 外 部 導 体 と 、
　 前 記 ア ン テ ナ を 、 あ る 導 入 方 向 に 沿 っ て 標 的 組 織 の 中 に 同 軸 的 に ガ イ ド す る た め の 管 状
の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 と 、 を 備 え 、 下 記 特 徴 を 有 す る ：
　 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 そ の 先 端 に 、 側 面 開 口 及 び シ ュ ー ト （ 誘 導 ） ガ イ ド を 有
し 、 前 記 シ ュ ー ト ガ イ ド は 、 前 記 ア ン テ ナ を ガ イ ド し て 前 記 側 面 開 口 を 通 過 さ せ 、 そ れ に
よ り 、 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 に 対 し て 角 度 α を な す 動 作 方 向 に 沿 っ て 、 標 的 組 織 内 に
前 記 ア ン テ ナ を 侵 入 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 金 属 製 針 ま た は プ ラ ス チ ッ ク 製 カ テ ー テ ル
で あ っ て 、 そ れ は 、 そ の 先 端 に 、 堅 い ブ ロ ッ ク 材 料 （ 例 え ば 金 属 ） を 有 し 、 こ の ブ ロ ッ ク
材 料 は 、 前 記 シ ュ ー ト ガ イ ド を 形 成 す る 傾 斜 が 付 け ら れ た 内 面 及 び 先 が 尖 っ た 外 面 を 有 し
て い る 。 あ る い は 、 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 は 、 そ の 先 端 に 、 前 記 シ ュ ー ト ガ イ ド を 形
成 す る た め 、 徐 々 に 増 加 し て 行 く 厚 さ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 動 作 方 向 に 沿 っ て 標 的 組 織 内 に 前 記 ア ン テ ナ の 導 入 を 可 能 に す る た め
、 金 属 製 の フ レ キ シ ブ ル ・ マ ン ド レ ル が 設 け ら れ る 。 こ の マ ン ド レ ル は 、 前 記 ア ン テ ナ を
導 入 す る 前 に 、 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 の 中 で ス ラ イ ド し 、 且 つ 、 前 記 動 作 方 向 に 合 わ
せ て 、 処 置 す べ き 組 織 へ の 入 り 口 穴 を 作 る た め に 、 当 該 器 具 か ら 前 記 側 面 開 口 を 通 っ て 突
出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 マ ン ド レ ル は 、 一 旦 、 動 作 方 向 に 沿 っ て 穴 を 作 っ た 後 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 か ら 引 き
出 さ れ 、 そ れ に 代 わ っ て 、 同 軸 ア ン テ ナ が 装 着 さ れ る 。 こ の 同 軸 ア ン テ ナ は 、 先 に マ ン ド
レ ル に よ っ て 作 ら れ た 穴 の 中 に 、 適 切 な 長 さ で 挿 入 さ れ 、 正 確 な 処 置 を 可 能 に す る 。 処 置
さ れ た ゾ ー ン が 所 定 の 温 度 に 到 達 し た 後 、 ア ン テ ナ が 引 き 出 さ れ 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具
を あ る 角 度 回 転 さ せ た 後 、 他 の 位 置 に 挿 入 す る こ と が 可 能 に な る 。 あ る い は 、 他 の 入 り 口
穴 を 作 る こ と な く 、 導 入 方 向 に 沿 っ て ア ン テ ナ を 移 動 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ う
に し て 、 軸 対 象 形 状 ま た は 不 規 則 な 形 の 塊 状 の 、 組 織 の 塊 に 対 し て 発 熱 療 法 を 施 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 そ の よ う な ア ン テ ナ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 に 対 し て 横 方 向 に 位 置 し て い る 病
巣 部 を 、 そ れ ら に 針 を 貫 通 さ せ る こ と な く 、 加 熱 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 特 徴 は 、 大
き な 血 管 に 隣 接 し て 広 が る 病 巣 部 の 処 置 を 可 能 に す る 。 そ の よ う な 病 巣 部 は 、 先 行 技 術 の
ア ン テ ナ で は 、 血 管 に 孔 を 開 け て し ま う 危 険 が あ る た め に 、 処 置 す る こ と が で き な か っ た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 針 を 、 導 入 方 向 に 対 す る 動 作 方 向 の 角 度 α が 異 な る 他 の 針 と 交 換 す る こ と が 可 能
で あ る 。 あ る 限 界 内 で 、 開 口 か ら 突 出 す る ア ン テ ナ の 位 置 に つ い て 、 そ の 到 達 距 離 を 変 え
る こ と も で き る 。 こ の よ う に し て 、 処 置 範 囲 の 形 状 を 、 好 都 合 に 変 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 侵 入 型 ア ン テ ナ （ interstitial antenna） の 特 徴 及 び 優 位 性 に つ い て は
、 添 付 図 面 を 用 い た そ の 実 施 形 態 に つ い て の 下 記 の 説 明 に よ り 、 更 に 明 ら か に な る で あ ろ
う 。 但 し 、 こ れ ら の 図 面 は 、 例 と し て 挙 げ た も の に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 、 本 発 明 に 基 づ く ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ 、 例 え ば 、 金 属 製 針 ま た は プ ラ ス チ ッ
ク 製 カ テ ー テ ル 、 の 軸 方 向 の 断 面 図 を 示 す 。 こ の 器 具 は 、 そ の 自 由 端 の 先 端 ２ に 徐 々 に 増
加 し て 行 く 厚 さ を 有 し 、 そ れ に よ っ て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ に 形 成 さ れ た 側 面 開 口 ４
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で 終 る シ ュ ー ト ガ イ ド ３ が 、 実 質 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 様 に し て 、 侵 入 型 ア ン テ ナ １
０ （ 図 ６ ） が 得 ら れ る 。 こ の 侵 入 型 ア ン テ ナ １ ０ は 、 外 部 導 体 ７ を 有 す る 同 軸 チ ュ ー ブ 、
誘 電 体 ケ ー ブ ル ９ 、 及 び 中 心 導 体 ８ に よ り 構 成 さ れ 、 こ の 中 心 導 体 ８ は 、 誘 電 体 ケ ー ブ ル
９ 内 に 埋 め 込 ま れ 、 誘 電 体 ケ ー ブ ル ９ に よ り 外 部 導 体 ７ か ら 絶 縁 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ １
０ は 、 導 入 方 向 に 対 し て 角 度 α を な す 動 作 方 向 に 沿 っ て 、 標 的 組 織 の 中 に 挿 入 さ れ る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 動 作 方 向 に 沿 っ て 標 的 組 織 の 中 に ケ ー ブ ル ９ を 導 入 す る こ と を 可 能
に す る た め 、 適 切 な 形 状 に 設 計 さ れ た 金 属 製 フ レ キ シ ブ ル ・ マ ン ド レ ル ５ が 用 い ら れ る 。
こ の マ ン ド レ ル ５ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ の 中 で ス ラ イ ド し 、 側 面 開 口 ４ を 通 っ て 突
出 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 導 入 方 向 に 対 し て 角 度 α を な す 動 作 方 向 に 従 っ
て 、 処 置 す べ き 組 織 に 入 る 入 り 口 穴 を 作 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 動 作 方 向 に 沿 っ て 穴 が 作 ら れ た 後 、 マ ン ド レ ル ５ が 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ か
ら 引 き 出 さ れ 、 ケ ー ブ ル ９ と 置 き 得 ら れ る 。 こ の ケ ー ブ ル ９ は 、 先 に マ ン ド レ ル ５ に よ っ
て 作 ら れ た 穴 の 中 に 、 正 確 な 操 作 が 可 能 な 適 当 な 長 さ の 範 囲 内 で （ 図 ６ ） 、 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 、 こ の ア ン テ ナ に よ っ て 得 ら れ る 、 計 算 上 の 等 温 表 面 が 図 ６ の 中 に 、 斜 め の 曲 線 １
２ に よ っ て 描 か れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 現 実 の 等 温 表 面 、 即 ち 現 実 に 凝 固 し た 組 織 の 塊
は 、 曲 線 １ ３ に よ っ て 取 り 囲 ま れ て い る 。 そ の 理 由 は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ の 先 端 が
、 外 部 導 体 ７ と 電 気 的 に 接 触 す る こ と に よ り 、 動 作 範 囲 が 増 大 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 処 置 さ れ た ゾ ー ン が 、 所 定 の 温 度 に 到 達 し た と き 、 ケ ー ブ ル ９ が 引 き 出 さ れ る 。 次 い で
、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ を あ る 角 度 、 回 転 さ せ た 後 、 再 度 、 ケ ー ブ ル ９ が 挿 入 さ れ る 。
あ る い は 、 処 置 し た 後 に 、 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 他 の 入 り 口 穴 １ １ を 作 る こ と な く
、 先 の 導 入 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 上 記 の 操 作 は 、 マ ン ド レ ル ５ と ケ
ー ブ ル ９ を 交 互 に 使 っ て 、 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 様 に し て 、 侵 襲 処 置 を 大 幅 に 減 ら す こ と が 可 能 に な る 。 即 ち 、 従 来 型 の デ ザ イ ン に
よ る 単 一 の ア ン テ ナ １ ０ ０ （ 図 ２ Ａ ） を 用 い て 大 き な 病 巣 部 ２ ０ を 処 置 す る た め に 必 要 と
さ れ る 、 処 置 の 繰 り 返 し 回 数 を 減 ら し 、 あ る い は 、 一 つ で 済 む が そ の 代 わ り 大 き な 径 が 必
要 と さ れ る ア ン テ ナ の ア レ イ （ 図 ２ Ｂ ） の 使 用 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 基 づ く ア ン テ ナ １ ０ に よ れ ば 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ に 対 し て 横 方 向
に あ る 病 巣 部 を 、 そ の 病 巣 部 に 穴 を 貫 通 さ せ ず に 、 加 熱 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ う
な 特 徴 に よ り 、 大 き な 血 管 ２ ５ に 隣 接 し て 広 が る 病 巣 部 ２ １ を 処 置 す る こ と が 可 能 に な る
。 そ の よ う な 病 巣 部 は 、 先 行 技 術 （ 図 ２ Ａ ） の ア ン テ ナ で は 、 血 管 ２ ５ に 穴 を 開 け て し ま
う 危 険 が あ る た め に 、 処 置 す る こ と が で き な か っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 １ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 金 属 製 針
ま た は プ ラ ス チ ッ ク 製 カ テ ー テ ル １ が 、 側 面 開 口 ４ を 有 す る 堅 い 材 料 （ 例 え ば 金 属 ） の ブ
ロ ッ ク ６ に 連 結 さ れ 、 こ の ブ ロ ッ ク は 、 シ ュ ー ト ガ イ ド ３ を 形 成 す る 傾 斜 が 付 け ら れ た 内
面 及 び 先 が 尖 っ た 外 面 を 備 え て い る 。 針 １ 及 び ブ ロ ッ ク ６ は 、 例 え ば 、 ネ ジ 継 手 １ ａ － １
ｂ に よ っ て 、 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 導 入 方 向 に 対 す る 動 作 方 向 の
な す 角 度 α を 調 整 す る た め の ブ ロ ッ ク ６ を 交 換 す る こ と に よ っ て 、 動 作 領 域 の 形 状 を 所 望
の 形 状 に 変 更 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 特 定 の 実 施 形 態 に 説 明 に よ っ て 、 本 発 明 が 、 概 念 的 視 点 に 基 づ い て 、 十 分 に 明 ら
か な っ た で あ ろ う 。 従 っ て 、 他 の 者 は 、 最 新 の 知 識 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 そ の よ う な
実 施 形 態 を 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 且 つ 更 な る 調 査 を 行 う こ と な く 、 変 形
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し 、 お よ び ／ ま た は 、 他 の 用 途 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 そ の よ う な 適 用 及
び 変 更 は 、 こ の 特 定 の 実 施 形 態 と 同 等 と 考 え る べ き で あ る 。 こ こ で 述 べ た も の と 異 な る 機
能 を 実 現 す る た め の 手 段 及 び 材 料 は 、 上 記 の 理 由 で 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 、
異 な る 性 質 を 持 つ こ と も 可 能 で あ る 。 以 上 で 用 い た 表 現 ま た は 用 語 は 、 説 明 の 目 的 で 用 い
ら れ た も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の バ イ オ プ シ ー 針 １ ０ ０ を 用 い て 組 み 立 て ら れ た ア ン テ ナ １ ０ ０ 軸 方 向
の 断 面 図 。
【 図 ２ Ａ 】 病 巣 部 に 一 つ の ア ン テ ナ １ ０ ０ を 連 続 的 に 挿 入 す る 処 置 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ２ Ｂ 】 針 の ア レ イ を 一 緒 に ガ イ ド す る た め に 用 い ら れ る 複 数 サ ポ ー ト に つ い て 説 明 す
る 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 基 づ く 侵 入 型 ア ン テ ナ の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 軸 方 向 断 面 図 を 示
す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 基 づ く 侵 入 型 ア ン テ ナ の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 軸 方 向 断 面 図 を 示
す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 基 づ く 侵 入 型 ア ン テ ナ の 軸 方 向 の 断 面 図 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 基 づ く 侵 入 型 ア ン テ ナ の 軸 方 向 の 断 面 図 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 図 ３ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 器 具 の た め の 他 の 実 施 形 態 の 軸 方 向 断 面 図 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ 及 び ６ の 侵 入 型 ア ン テ ナ の 使 用 法 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 図 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

应用工具（1），例如，一个金属针或塑料导管，该仪器，在自由端部尖
端（2），以便基本上形成槽导板（3），逐渐增大滑槽引导件终止于形
成在涂抹器械（1）中的侧开口（4）中。以这种方式，同轴管，所述绝
缘层（9），和从所述外部导体（7）通过在绝缘层中埋入绝缘层（9）中
分离出来的中心（9）具有一个外导体（7）获得由导体（8）形成的间隙
天线（10）。天线（10）可以沿着与引入方向成一定角度的运动方向插
入目标组织中。以这种方式，所述天线（10），实际的等温表面，即，
实现现实的质量在弯曲表面（13）凝固组织。其原因是应用仪器（1）的
尖端电连接到外导体（7）并扩展其工作区域。
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